
 
裏面もご覧ください。 

 

 
 葛畑の木造青面金剛像及び童子・夜叉神像 

 
天文 13 年（1554）に荒御霊神社境内に建てられた舞台を、本格的な歌舞

伎舞台にするため、明治 25 年に改修された芝居堂です。 

建物の規模は正面長 7.9ｍ、側面長 7.7ｍ、高さ 9.8ｍで、民家型入母屋造

りの茅葺きとなっています。舞台の機能を発揮するために多くの専門的な技

術が取り入れられています。地下で舞台を回す独楽廻式で、背景を天井から

上げ下げする「ブドウ棚」、背景移動装置「田楽がえし」など、農村歌舞伎舞台

で大切な 7つの機構をすべて備えています。 舞台の床下は奈落で、地面を

1.1ｍ掘って周囲に石垣を積んで、高さ２ｍの地下室を作っています。この中

で４人が人力で直径4.1ｍの舞台を回します。奈落は、公演時には楽屋にもな

りました。 国指定重要有形民俗文化財に指定されています。 
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舞台の下は奈落 

同じ校区内に住んでいても他の区のことはわからないことばかりではないでしょうか。 

まず、校区内の文化、歴史、建造物などを知ろうということで始めた校区内探訪は、平

成 22 年度から昨年度まで８区のうち６区を探訪してきました。 

今回の葛畑と川原場でちょうど一巡することになります。 

普段はなかなか訪れにくい場所を案内していただきます。 

ぜひ、この機会に探訪しましょう！！ 

お誘いあわせ大勢ご参加ください。 

  区民の皆さまもいっしょに巡りましょう。               〔担当：文化部会〕 

 

＊現地集合としていますが、車の必要な方は事務局又は文化部会員に連絡してください。 

(事務局 667－8020)  
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葛畑・川原場を 
観て 見て 歩こう !! 

 

 

お茶やおやつも 

持ってきてね 

葛畑の舞台 
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